
どうしたらもっと多くの人が地域活動に参加してくれるかな～？ 

地域地域ココミミュュニニテティィのの活活性性化化にに関関すするるハハンンドドブブッックク地域コミュニティの活性化に関するハンドブック

地地域域活動活動
のの

ヒヒンントト集集

2 Point 誰もが参加できる運営をめざす

1 Point 状況・ニーズに寄り添う

3Point 情報を届ける

4Point デジタルツールを活用する

地域コミュニティの
活性化のポイントをご紹介！

このなかに
ヒントが

  あるみた
い！

こんなときは
わたしたちに相談してください！

一緒に考えます！！

地域コミュニティの活性化に関するハンドブック
令和6年（2024年）3月発行

校区の人口の将来予測や
人口構成の変化について

教えてほしい。

校区住民向けのニーズ調査をしたいが、どのような内容や方法にしようかな。

これからの地域のあり
方を

考える機会をつくりたい
が、

どうしたらいい？

地域コミュニティ組織の会議や行事を見直したいが、どのように進めていけばいい？
情報を届けるツールとして新しくLINE などのSNS を導入したい。

地域コミュニティの活動や情報を発信したいが、どうしたら多くの人が見てくれるかな…。

Zoom などの

オンライン会議を
導入したい。

自分たち
の活動を

取材して
もらい、

広く住民
や市民に

知っても
らいたい

。

大牟田市地域コミュニティ推進課
電話番号：0944-41-2614　Fax：0944-88-8400
メール：e-chiikics@city.omuta.fukuoka.jp
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校区町内公民館
連絡協議会

○○町内
公民館

○○町内
公民館

○○町内
公民館

○○町内
公民館
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自治会
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消防団学校
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福祉委員

社会福祉
協議会

民生委員
児童委員

その他

地域コミュニティの
重要性

ハンドブックのねらい

　地域コミュニティづくりは、地域に住んでいるみんなが
地域に愛着をもち、安心安全に暮らしていくための取り組みです。
行政だけ、住民だけで考えていくものではなく、
お互いが連携・協力していくことが、
住みよいまちづくりにつながります。

校区まちづくり
協議会とは

区まちづくり協議会は、「あらゆる世代の参画」の基盤
となるつながりを持つことで、地域全体でさまざまな

課題を共有し、その解決に向けて行動することで、住みよい地
域社会の実現を目指しています。
　一方で、わたしたちが暮らす地域社会は、今、どのような状
況にあるのでしょうか？ 見ていきましょう。

牟田市では、昭和24年頃から町内公民
館が社会教育的な機能と自治的な機能

を持つ住民自治組織として設置され、住民自らが
地域活動を通じた住みよいまちづくりに取り組ま
れてきました。
　大牟田市で独自に発展した町内公民館の運営
や組織の在り方は、住民自らの意思決定により
決められていますが、近年は生活様式の変化な
どもあり、加入率が減少傾向にあります。
　このようなことから、今までどおりの運営や組
織の在り方では組織の存続自体が困難となった
ため、地域内の全住民が関わりを持つことがで
きる仕組みとして、校区まちづくり協議会が形成
されました。

牟田市では、平成22年に策定した「地
域コミュニティ基本指針」に掲げる将

来像を実現するため、市民と協働でまちづく
りを進めてきました。しかし、地域社会の状
況が変化するなかで、地域コミュニティでは
特に若い世代の参加が十分に進まず、地域
活動に携わる方々の負担が増しています。
　そのようななかで、令和6年2月、市民と有
識者等からなる大牟田市協働のまちづくり
推進委員会から「誰もがコミュニティの一員
であるという自覚が持てる、緩やかなつなが
りから始まる地域コミュニティづくり」を進
めることなどが盛り込まれた「地域コミュニ

ティの今後の在り方に関する提言書※」を受
け取りました。
　今回、その内容や地域活動のヒントとな
るような取り組みをハンドブックとして分か
りやすくまとめました。
　一緒に地域コミュニティの活性化に向け
てがんばりましょう！

大

大

校

町内公民館が主体

自治会やボランティア団体など
全住民が関わるまちづくり協議会

※提言書の
内容はこちら▼
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グラフでみる
地域社会の変化

現状からみるチャンスと課題

若者の数が減っています

［令和５年度「まちづくり市民アンケート」より］

［令和５年度「まちづくり市民アンケート」より］

［令和4年度「地域コミュニティの今後の在り方に関する
   　　　　　　　　　　　　　　　　　市民アンケート」より］

ある　　ない　　無回答
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高齢者（65～79歳）の就   業率の変化 【大牟田市】
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　1995年と比べると、0～14歳の人数は約半分に、15～64歳の人
数は約6割に減っています。地域で遊ぶ子どもの数が少なくなった
り、地域で活動することができる若者世代が少なくなっています。

はたらく女性が増えています
　20～64歳の女性は、1995年は約2人に1人がはたらいていました
が、2020年には約3人に2人となっています。その分、はたらきなが
ら子育てをする女性が増え、子育て環境が大きく変わっています。

和５年度に市が実施したアン
ケートの結果を見てみると、

「協働のまちづくりに関心がある人」
は58.9％いるのに対し、「この1 年間
に地域の活動や行事に参加したこ
とがある人」は25.5％と大きな差が
あります。別のアンケートでは、参加
できない理由として「時間がとれな
くなった・時間がないから」と回答
した割合が32.1％と最も多くなって
います。
　関心があるのに参加できていない
人や忙しい人たちに参加してもらう
方法を考える必要があります。

令
「現在お住まいの地域をより良く
するために、協働すること（市民
と市が連携・協力して地域の課題
に取り組むこと）に関心がありま
すか。」

地域コミュニティ組織に
参加できない理由

協働のまちづくりの
関心度

「この1年間の間に、現在お住まい
の地域の活動や行事に参加した
ことがありますか。」

地域コミュニティの
形成

「地域コミュニティ組織に『加入していたが
やめた』・『加入したことがない』理由はな
んですか。」

はたらく高齢者  が増えています
　65～79歳の高齢者は、1995年 は約6人に1人がはたらいていまし
たが、2020年には約4人に1人が はたらいています。その分、地域
で活動できる高齢者が少なくなっ ています。

女性（20～64歳）の就業率の変化 【大牟田市】人口の推移 【大牟田市】
160,000

140,000

120,000

100,000

80,000

60,000

40,000

20,000

0
1995年

145,014

2000年

138,506

84,555

19,029

2005年

130,644 

77,851

16,041

2010年

123,081

71,030

14,235

2015年

115,538

62,270

12,726

2020年

0～14歳 （国勢調査をもとに作成）15～64歳 65歳～

109,881

12,194

56,397

91,015

22,112

（国勢調査をもとに作成）

80.0%

70.0%

60.0%

50.0%

40.0%

30.0%

20.0%

10.0%

0.0%
1995年

54.4%

2000年 2005年 2010年 2015年 2020年

56.9% 58.5% 59.4%
64.9% 66.9%

参加した
参加したかったが、できなかった
参加しなかった　　無回答

たしたちが暮らす社会は、価値観の多様化
などにより、地域コミュニティを取り巻く環

境が変化してきています。また、人口が大きく減る
なかで、担い手不足の問題が深刻化しています。

わ

現状を理解したうえでチャンスを活かすために、
地域コミュニティの活性化のポイントを
4つに整理しました。

子ども育成や活動のサポート、防災や防犯などには興味があります！

「時間がとれなくなった・
  時間がないから」と回答

2 

Point

誰もが参加できる
運営をめざす

1 

Point 状況・ニーズに寄り添う

3Point 情報を届ける

4Point デジタルツールを活用する

が32.132.1%
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状況・ニーズに
寄り添う1 人口減少や生活様式の多様化などから、

地域活動に参加したくても参加できない人たちが増えています。
今まで以上に地域住民の状況やニーズに寄り添った活動が求められています。

校が早帰りとなる水曜日は、放課後の子どもの居場
所が保護者たちのニーズとして高まっていました。

そこで、地域にある医院跡を改修して新たに開所した活
動拠点「天の原すみよか広場」を活用し、毎週水曜日に
「子ども放課後ふれあい広場」を開いています。広場では
地域の人に見守られ、子どもたちが安心して過ごすことが
できるようにしています。

学

天の原校区まちづくり協議会

地域の現状を把握し、
これからの地域コミュニティのあり方を考える。

　地域の人口（子どもの数、高齢者数など）や
世帯数などの現状を把握してみましょう。あわ
せて、日常的な地域の変化（転入・転出、子ど
もの出生などの家族構成の変化など）も意識
してみましょう。

　地域の人口や世帯数の将来予測をしてみ
ましょう。予想した将来の姿をもとに、これか
らの地域コミュニティ組織の運営や活動につ
いて話し合ってみましょう。

　地域コミュニティの活動においては、まず地域の現状を把握することが大切です。
さらに、地域の将来の姿を予想してみることで、これからの地域コミュニティ組織の
あり方を考えることができます。

Actionアクション！

地域の現状を把握してみよう。
地域の将来の姿を予想して、
地域内で話し合ってみよう。

Point

ポイント

Point

ポイント

Point

ポイント

子どもから高齢者までさまざまな世代の
状況やニーズの把握に努める。
　住民に地域コミュニティ組織の意義を感じてもらうためには、
地域のニーズに寄り添うことが大切です。実際に地域ではどのよ
うな困りごとがあるのかを把握しましょう。日ごろの住民同士の
会話のなかにも本音が隠れているかもしれません。

　市役所の職員と連携して、調査票を作成
してみましょう。多くの人に回答してもらえる
よう、選択式にしたり、設問を少なくしたり、
直接手渡すなどの工夫をするとよいでしょう。

　アンケート調査や会議の場では出ないよう
な意見も、日常的な会話のなかだと言いやすい
ものです。住民や構成団体と話すときに意識し
てみましょう。

Actionアクション！

校区内の住民に、困りごとや
地域に対する期待について
アンケート調査を実施してみよう。

ふだんの会話のなかで、
何に困っているのか、
地域コミュニティ組織に対して
どのような期待があるのかを
聞いてみよう。

住民や団体が抱えている課題を解決するために、
まちづくり協議会の構成団体や校区内の団体と連携する。
　校区内の住民や団体の課題が明らかになったら、現在の活動を工夫することで解
決することができないか考えてみましょう。解決が難しい場合は、新たに連携する人や
団体を探す必要があります。

　地域内の住民や団体が抱えている課
題や地域コミュニティ組織として課題を
解決したいと思っていることを、会議など
の場で共有しましょう。

Actionアクション！

解決したい困りごとを
まちづくり協議会や校区内の
会議などで共有してみよう。

　課題解決について共感が
得られたら、解決するための
取り組みや連携できる人や団体がないか検討して
みましょう。連携する相手には、解決したい課題
や相手に期待する役割を具体的かつ明確に伝え
ましょう。

解決のための方法を
検討してみよう。

子育て中の保護者を支援する取り組み
ニーズ 放課後の子どもの居場所

状況・ニーズに寄り添う

Point
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2Point

地域コミュニティ組織の運営に関わることに二の足を踏む人が
増えていることもあり、今の役割を担っている人たちにかかる負担が
大きくなっています。
これを機に運営を見直すことで、誰もが関わりやすい組織運営を目指しましょう。

誰もが参加できる
運営をめざす
活動内容や役員の役割を思い切って見直し、
できるだけ負担を軽減する。

　現在おこなっている会議・行事の数や内容
をすべて出し、「同じようなものはないか」、「地
域コミュニティ組織としてやらなければならな
い会議・行事は何か」という視点で整理してみ
ましょう。

　同じような会議・行事、役員を統合すること
で、回数や人数を減らすことができます。ほかの
団体が実施しているなど、地域コミュニティ組織
として取り組む必要がなくなっている行事があれ
ば、思い切ってやめるという選択もあります。

　活動の担い手が少なくなるなか、今までと同じ運営方法で同じ数の
行事をおこなうことは難しくなっています。運営方法や行事のあり方を見直しましょう。

Actionアクション！

会議・行事の数や内容、
役員の役割の棚卸しをしてみよう。

同じような会議・行事、役員を
統合するなど、行事や組織を
見直してみよう。

Point

ポイント

Point

ポイント
企画段階から若い世代や子どもたちなど
幅広い世代が参加できる工夫をする。
　世代によって得意なことが異なるので、
幅広い世代に企画段階から参加してもらえるよう積極的に声をかけていきましょう。

校区を越えて活動する市民活動団体との連携など、
運営パートナーを見つける。

　市内には思いをもって活動しているさま
ざまな団体があります。地域コミュニティ
組織として、どのような困りごとを解決した
いのかを明確にして、一緒に解決できない
か相談してみましょう。

　市内には環境美化や子育て支援などの「テーマ」にもとづいた活動をする市民団体が
あります。地域コミュニティ組織と市民活動団体のお互いの意図が合う場合は、連携す
ることでお互いの強みを活かしたパートナーになることができます。市内で活動する市民
活動団体のなかで、一緒に活動できそうな団体を探してみましょう。

Actionアクション！

市民活動団体の情報を集め、
連携したい団体に
アプローチしてみよう。

Point

ポイント

　はたらいている人や子
育て中の若い世代も参加
しやすいように、平日の夜
や週末に開催したり、短
時間（例：１時間以内）で
終わるように時間を設定
してみましょう。

参加しやすいように
開催日や時間を
工夫してみよう。

　若い世代や子どもたちなど幅広い世代
に地域活動のことを知ってもらうために
は、まずは気軽に参加できる雰囲気をつく
ることが大切です。例えば、若い世代が得
意な役割（SNSでの情報発信、資料づくり
など）を示して、短時間でもいいので手
伝ってもらうように声をかけてみましょう。

短時間でも
参加してもらい、
行事や取り組みを
知ってもらおう。

Actionアクション！

民館加入の小学生が少なくなり子ど
も会の存続が厳しくなってきたため、

希望があれば未就学児や中学生以上も子
ども会に加入できるようにしました。また、
役員の負担を軽くするために、子育てが落
ち着いた地域住民も役員になれるように
規約を改正しました。

公

銀水校区・久福木子ども会
状況・ニーズに寄り添う

多くの人が参加できるように子どもや役員の範囲を拡大
ニーズ 子ども会の存続

誰もが参加できる運営をめざす

YOUNG

　行事の企画・運営を若い
世代に任せてみるという方
法もあります。予算の範囲
内で自由に企画・運営して
もらってもよ
いでしょう。

若い世代に
行事の企画・運営を
してもらおう。

CH
AL

LEN
GE

市役所では
生涯学習ボランティアや
市民活動登録団体などを
紹介できます！

えるる市民活動
登録団体

生涯学習ボランティア
登録派遣事業
「まなばんかん」

大牟田市社会福祉協議会
ボランティア登録団体
［問合せ］ 0944-32-9033
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3Point

情報を届ける

ニーズや困りごとを抱えている人たちに
目線を合わせた情報を発信する。

地域活動になかなか参加できない人に対しては、
地域コミュニティ組織が身近な存在であることを知ってもらうことが大切です。
その人たちのことも地域の一員として大事に思っているという
メッセージを届けましょう。

　地域コミュニティ組織として「誰に」「どのよう
な」情報を届けたいのか、その情報を受け取っ
た人に「どのように感じてほしいのか」を考え、
整理してみましょう。

　年配世代であれば紙のほうが見てもらいや
すく、若い世代であればSNS のほうが伝わり
やすくなります。言葉の使い方も世代に合わせ
て使い分けるとよいでしょう。

　地域のなかで困っている人たちの状況について、地域コミュニティ組織として「関心
があること」「何とかしたいと思っていること」を伝えたり、地域の情報を発信すること
で、地域住民にとって地域コミュニティ組織が身近な存在になります。

Actionアクション！

誰にどのような情報を
届けたいのか整理してみよう。

情報を届けたい相手に
合わせた方法と表現を
考えてみよう。

Point

ポイント
Point

ポイント

Point

ポイント
自分たちの活動の魅力を客観的に、
わかりやすく表現してくれる人を見つける。
　自分たちの活動を客観的に、わかりやすく伝えることは
意外と難しいものです。せっかくよい取り組みをしていて
も、そのよさが地域の人たちに伝わらないともったいない
です。自分たちの活動を取材してもらうなど、わかりやす
く表現してくれる人と連携することをおススメします。

　若い世代を中心に情報発信をおこなう
チームを立ち上げてみましょう。ふだん校区で
活動していない人は、地域の取り組みを新鮮
な状態で見ることができます。子育て世代が
情報発信を担っている地域もあります。

　ライターなどの専門家は、取材
した内容をわかりやすくまとめる
ことが得意です。ほかの地域と比
較して、広い視野でよいところを見
つけて表現してくれるでしょう。

Actionアクション！

校区内で情報発信のチームを
立ち上げてみよう。

ライターや新聞記者など、
取材して記事をまとめることが
得意な人に相談してみよう。

地域コミュニティ組織の構成団体の
ネットワークを活用する。
　地域コミュニティ組織を構成している各団体を通じて情報発信をおこなうとより多く
の人に情報が届きます。各団体のネットワークを情報発信の手段として考えるのではな
く、各団体に参加している人たちにとってのメリットを意識した内容を発信しましょう。

　回覧板や掲示板だけでは、情報が届く相手が限られてしまい
ます。例えば、子どもを対象とする行事であれば、学校を通じて
配布してもらうことができないか相談してみましょう。

Actionアクション！

情報を届けたい相手が所属している
組織・団体に相談してみよう。

元に必要な情報をしっかりと伝
えたいと思い、地域の行事や

ニュースなどをできる限りわかりやすく
掲載しています。毎月発行し、全戸配
布することで、地域の人たちに情報を
届けています。そのことが高齢者の見
守りにもなっています。

地

駛馬校区・
三郎天公民館
「公民館だより」を
毎月発行・全戸配布

情報を届ける

くの高校生が利用する駅のトイレ
を「みんなが使いやすい男女別・洋

式の水洗トイレにする」ことを目指し、ま
ちづくり協議会が中心となってプロジェ
クトを立ち上げました。多くの人に知って
もらうために、カメラマンやデザイナーの
力を借りてホームページを作成したり、
SNS などを使ってプロジェクトのPR を
おこないました。

多

銀水校区
まちづくり協議会
銀水SAIKO～プロジェクト

情報を届ける
状況・ニーズに寄り添う 状況・ニーズに寄り添う

SCHOOL compa

ny
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事業、組織運営の両方でのデジタルツールの活用を検討する。

デジタルツールを活用することで、時間の限られた人でも参加しやすくなったり、
運営を楽にしたり、情報が伝わりやすくなったりします。
上手に活用して、次世代の地域コミュニティ組織へ進化しましょう。

　慣れないデジタルツールをいきなり活用するのは
難しいものです。LINEやインスタグラムなどふだん
の生活で使っているものから少しずつ活用してみま
しょう。

　LINEグループを導入する場合は、ま
ずは役員間の情報交換や若い世代へ
の情報伝達などから導入するなど、対象
者の状況に合わせてちょっとずつでも
始めてみましょう。

　仕事や家事などで忙しい人たちが地域活動に参加するためには、気軽に情報を取得
できたり、参加の負担をできるだけ軽くする必要があります。役員同士の情報交換を
SNSでおこなったり、オンライン会議を導入するなど、身近なこと、できることから導入を
検討することがおススメです。

Actionアクション！

多くの人が使っている
デジタルツールから使い始めてみよう。

できるところから
導入してみよう。

Point

ポイント
Point

ポイント

Point

ポイント
スマホの使い方がわからないといった
デジタルが苦手な人に寄り添いながら取り組む。
　地域には、デジタルツールが苦手な人もたくさんいます。デジタル
ツールを活用する場合は、スマホやアプリの使い方がわからないと
いう人たちでも安心して使えるように寄り添いながら取り組みま
しょう。

　デジタルツールに慣れてい
ない人にとっては、導入には
大きな不安があります。説明
会を繰り返し開催したり試験
的に導入してみるなど、住民
に合わせて少しずつ広げる
意識で進めていきましょう。

　スマホの使い方講座を開
催して住民の不安をやわら
げたり、不安に感じたときに
すぐに相談できる体制を整
えるなど、デジタルツールに
不慣れな人にも寄り添いな
がら進めましょう。

Actionアクション！

説明会を繰り返し開催するなど
少しずつ広げていこう。

スマホの使い方講座を
実施したり、直接相談できる
体制を整えよう。

「デジタルネイティブ」と言われる若い世代の力を借りる。
　今の若い人たちは、生まれたときからデジタルツールが身の周りにある世代（デジタル
ネイティブ）であり、知識や使い方に長けています。デジタルツールの活用については若い
世代の力を借りることをおススメします。

　若い世代はスマホやSNSの使い方にとても慣れています。
スマホの使い方講座の講師をお願いしてみるとよいでしょう。

Actionアクション！

若い世代に相談しよう。

区内外への情報発信として、LINE、インスタグラム、Face
bookの公式アカウントを開設・運営しており、リアルタイム

に日 の々活動や行事をお知らせすることができます。SNSでの情
報発信をしている広報部会は、小・中学校のPTA 役員もしている
若い世代が正副部会長を務めていて、広報紙作成のほか、行事
のチラシ・ポスターのデザインと印刷も担っています。

校

高取校区まちづくり協議会

公式のSNS（LINE、インスタグラム、Facebook）の
開設・運営

デジタルツールを活用する

取校区まちづくり協議会では、役員と専門部会の正副部
会長が参加するLINEグループがあります。

　このLINEグループができたことで、LINEを使いこなせるよう
になった人もいます。急ぎの要件や簡単な伝達事項など、一回
の操作で全員にすぐ伝えられてとても便利です。

高
LINEグループの活用

情報を届ける

デジタルツールを
活用する4Point

LINE

Q
A



13 14

大牟田市内・市外での取り組みをご紹介！
いろんな活動を知ることで、ヒントが見つかるかも？！ ちょっと覗いてみましょう。

大山自治会【 東京都立川市 】

民から自治会に対し葬儀代の借金の申し出があった
ことをきっかけに、住民の葬儀に対する不安を軽減す

るために、シルバー人材センターの協力を得て自治会が主体
となった葬儀を実施しています（毎年約30人）。
　自治会の集会所を会場に自治会の葬儀ボランティアの協
力を得たり、必要な生花や食事、香典返しなどは地元業者と
連携し割り引いてもらうことで、通常の葬儀と比べると安価
で実施できるようにしていて、住民の安心感につながってい
ます。
　また、自治会で地域にいる大工仕事、裁縫、草木の手入
れ、電気工事ができる人など、住民が困ったときに助けてく
れる人たちの情報を集めてリスト化した「人材バンク」を整
備しています。地域の眠っている能力を発掘して力を発揮し
てもらうことで、困っている住民は助かり、さらに住民同士
が知り合うきっかけにもなっています。

いろんな地域の取り組みをご紹介 状況・ニーズに寄り添う

住

下馬場町内会【 東京都町田市 】

域包括支援センターが、ひきこもりや生き
づらさを抱える若者たちを支援している

NPO法人を町内会に紹介したことをきっかけに、
町内会とNPO法人の協働が始まりました。NPO
法人では、若者たちが地域の日常的な困りごとの
解決を有償で担う事業を運営していました。
　町内会エリアにある狭い急坂で、生い茂った
雑草が運転者の視界を遮っているという問題が
あったため、NPO法人の若者と住民が協働して
除草作業を実施しました。町内会にとっては若者
と一緒に作業をすることで活動意欲が高まると
いう効果があり、NPO法人にとっては生きづらさ
を抱える若者たちが地域住民と自然に関係をつ
くれたなど、双方にとってメリットがある活動に
なりました。

地

明治校区まちづくり協議会

校区で１つの子ども会を運営
小学校を通じて活動を案内
　明治校区まちづく
り協議会では子ども
会を公民館単位では
なく、校区単位で運
営しています。校区の
子どもが全員参加す
ることができるため、
小学校を通じて活動
を案内しています。

情報を届ける

誰もが参加できる運営をめざす

　空家になりそうな物件情報を得たら、所有
者に今後家をどのように所有していくのかな
どを考えてもらうことで空家の発生予防に努
めています。また、空家の適正管理のために、
見回りや草刈
りなどを代行
する「チョロッ
トサービス」な
どもおこなっ
ています。

玉川校区まちづくり協議会

住民が移動に困らないために
　玉川校区まちづくり協議会では路線バス
の減便をきっかけに、地域内の移動手段を
確保するために検討を重ね、市やタクシー会
社と連携して実証実験を繰り返し実施してき
ました。令和4年10月から週6日、市内のスー
パーや医療
機関などに行
くことができ
る乗合タク
シーを運行し
ています。

状況・ニーズに寄り添う

羽山台校区まちづくり協議会

地域の景観や治安を
維持するための空家対策

倉永校区まちづくり協議会

まちづくり協議会で
事務スタッフを雇用
　倉永校区まちづくり協議会では役員の負
担を軽減するために、スタッフを週2日雇用
し事務を担ってもらっています。

状況・ニーズに寄り添う 誰もが参加できる運営をめざす

誰もが参加できる運営をめざす

誰もが参加できる運営をめざす
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斎川まちづくり協議会
【 宮城県白石市 】

くれた住民に少しずつでも地域に関
わってもらいながら、地域に関心をもっ
てもらうようにしています。地域の先輩
世代は、自分たちが若い時に地域のた
めに汗水たらしてきた記憶があるため、
どうしても若い世代に同じことを期待し
てしまいます。そうすると若い世代は地
域活動を敬遠してしまうので、「自分の
子どもや孫に同じ役割をさせてよいの
か」と問いかけながら、先輩世代の価値
観を変えることにも力を入れています。

域内で高齢者が増加し、若者世代
が減っていくという将来予測をいか

に実感し、そのうえで「自分たちに何ができ
るのか」を考える機会をつくりながら、一人
でも多くの人の共感を得ていくことに力を
入れました。そのことが、地域が変わってい
くことにつながっていると思います。
　役員頼みでは地域は変わらないので、日
常的に役員以外の住民と接点をもち、日々
の雑談のなかで住民の本音を引き出すよう
に心がけています。そうやって本音を教えて

地
苦労したこと斎川まちづくり協議会 事務長 佐藤幸枝さんが

地域の役割を担うとき、これまでどおりにできるのか…
域住民向けのアンケート結果の報告会に
若者の参加が少なかったことをきっかけ

に、世代別の若者会議を開催しました。中堅世
代（49 歳以下）の会議では「多様な勤務体制が
あり、今までのような行事や会議のあり方では
参加が難しい」「地域の仕事量が多い。自分たち
が地域の役割を担うとき、これまでどおりにでき
るのか…」などの意見がありました。

　これらの意見を受け、地域の行事や組織、会
議の種類や回数などの調査をおこないました。
あわせて今後の地域の人口推計を確認した結
果、このままでは一人ひとりの負担が倍以上にな
り、次の世代が同じ役割を担うことが難しいこと
がわかったため、似たような団体を統合したり、
２つのイベント（敬老会と作品展）を同日開催す
るなど役職と行事の見直しをおこないました。

若者が講師で、高齢者にLINE活用講座を開催
学生から29 歳以下を対象とした若者会
議では、「若い人は広報やチラシ、回覧板

は見ていない」との意見があったため、LINE を
活用した情報発信をするようにしました。若者
たちとの連絡調整についてもLINE グループを
作成し、「こういう行事で、こういう仕事をお願
いしたい」と具体的に伝えるようにしています。
　若者だけでなく、高齢者にもLINE が有効で
便利だとわかったため、若者が講師になるかた

ちで高齢者を対象にしたLINE 活用講座を開
催しています。年配の世代に対しては紙での情
報発信も大切にしており、年配の方々に伝わり
やすいように伝え方を工夫しています。また、地
域外の人たちとのつながりをつくるために、イ
ンスタグラムを活用した情報発信をしていま
す。地域外の人たちとつながることで、地域外
に住んでいるからこそ気づく視点や力をまちづ
くりに活かしています。

情報を届ける デジタルツールを活用する

地

中

誰もが参加できる運営をめざす

まずは、アンケートを取って
地域の現状を知ろう！

状況・ニーズに寄り添う

地 区内の人口減少が進み、高齢化が進ん
でいるという認識はありましたが、学校

が統廃合でなくなることになり、「このままでは
後継者が育たない」「地区が廃れていく」とい
う危機感が高まっていました。
　そこで、地区の人口構成の現状と将来予測
を地域の人たちと共有し、「今まで」と「これか
ら」は大きく状況が変わることを実感してもら
うための検討の機会を複数回実施しました。
検討の場に参加できない世帯には、地区内の
広報誌を活用してより多くの人に知ってもらう
ように心がけ、地域が変わる必要性があること
を共有しました。これからのまちづくりのあり方
を検討しているときに、住民の中から「まずは

アンケートを取って地域の課題や意向を知ろ
う！」という声があがったため、住民の悩みや
課題、ニーズを把握するために中学生以上を対
象にした全住民アンケートを実施しました。自
治会長を中心に担当地区内の家庭を回ってア
ンケートを配布・回収したことで、85.5％（823
／963通）と高い回収率になりました。アンケー
ト結果には、「野生動物による農作物被害」や
「交通に関する問題」などが課題として挙がっ
たほか、性別・年代別にアンケート結果を分析
した結果、「まちづくりに女性や若者の声を反
映する必要性」については、全世代の住民が必
要だと感じていることがわかりました。
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テーマ型コミュニティとの協働の可能性
ちづくり協議会は、さまざまな団体と
協働することができる組織です。これ

からますます重視されていく組織ですし、
まだまだ力を発揮できる可能性があると
思っています。なぜ協働が大切なのでしょう
か。それは行政や企業、市民がバラバラでは
まちづくりができないからです。
　地域コミュニティの活動が弱まっている
なかで、市民がNPOなどの団体をつくって
社会課題の解決のために活動するという例
が出てきました。いわゆる「テーマ型コミュ
ニティ」です。県内のある地域では月１回ボ
ランティアで川を清掃する活動があります
が、参加者は減っていません。地域課題の解
決としてやりがいがあるだけでなく、清掃後
の参加者同士のコミュニケーションが楽

しいのです。清掃後に飲むコーヒーは協賛
している企業が提供してくれていますし、子
どもたちには近所の駄菓子屋で使えるチ
ケットが配られるのでそれを楽しみにしてい
ます。このように、テーマ型コミュニティは
「楽しい」という観点で人を集めるアイデアや
ノウハウをもっています。
　地域の清掃活動でも、テーマ型コミュニ
ティと協働することでノウハウを活かすこと
ができます。企業もできる範囲で関わること
ができるし、行政も経済的支援だけでなく参
加という形で関わることで住民の心持ちが
変わるかもしれない。このように自分の強み
を活かして関わり合うことが本来の協働の
あり方ですし、これからの時代に必要なこ
とだと思います。

ちょい足しと
トライ＆エラー

のまちづくり協議会の忙しい状況のなかで、新し
いことを取り組むのは大変です。地域として本当

にやらないといけない活動だけを残して、あとはやめて
しまうくらいの思い切った運営の見直しは必要かもしれ
ません。あとは、現在の取り組みに新しい視点や活動を
加える「ちょい足し」の方法もよいと思います。
　新しい取り組みはすぐには結果が出ないかもしれま
せん。少しずつでも改善しながら、継続していくことが大
切です。トライ＆エラーの気持ちで一緒に頑張っていき
ましょう。

今

お互いのことを
よく知ることが
協働の第一歩

ちづくり協議会とテーマ型コミュニティが協働す
るためには、お互いのことをよく知ることが必要

です。テーマ型コミュニティにはさまざまな団体があり、
それぞれ活動に対して大切にしていることが異なりま
す。まずはコミュニケーションをとることが必要になりま
すが、そのときに間に入って価値観の違いを通訳してく
れるような人がいるとよいでしょう。通訳者的な人をど
うやって見つけるかは難しい問題ですが。
　知り合った後は、現状認識を共有しつつ、お互いに
とっての共通の目標があるかどうか、接点を見つけてい
くことが必要になります。つまり、お互いにとってメリッ
トがあるかどうか。まちづくり協議会がテーマ型コミュ
ニティに費用を支払うかたちで協働するような場面もあ
ると思います。
　協働するときに大切なのが「相手のことを尊重する気
持ち」と、いろいろな意見を受けとめることができる「柔
軟性」です。お互いに柔軟性をもって、「まずはやってみ
よう」という試行錯誤していく姿勢が大切でしょう。

ま
久
留
米
大
学 

経
済
学
部 

文
化
経
済
学
科 

1962年沖縄県生まれ。琉球大学法文学部
経済学科卒業後、明治大学大学院政治経
済学研究科博士後期課程、秋田経済法科
大学経済学部専任講師、久留米大学経済
学部助教授、在外研究（英国バーミンガム
大学）を経て、現在、久留米大学経済学部
教授・経済学部長、（特活）筑後川流域連
携倶楽部理事長、（特活）ふくおかNPOセ
ンター評議員、（公財）佐賀未来創造基金
評議員、（一財）ちくご川コミュニティ財団
評議員他。

伊佐 淳（いさ あつし）

ま

地域活動
に

取り組ん
でいる

みなさん
へ

伊
佐 

淳 

氏

教 

授  （
経
済
学
部
長
）

INTERVIEW

「地域コミュニティの今後の在り方に
関する提言書」をとりまとめた、
大牟田市協働のまちづくり推進委員会の
伊佐委員長からメッセージをいただきました！


